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ご使用前に必ずお読みください

LCD シールド

AS-E401 取扱説明書
この度は LCD シールド　AS-E401 をお買い求めいただきまして誠にありがとうございます。本製品はマ
イコンボード「Arduino」向けの拡張ボード（シールド）です。16 文字× 2 行の LCD と LED、スイッチ
を搭載しています。Arduino と同サイズですので、Arduino 上に重ねて接続して使用することができます。
Arduino の開発環境の「LiquidCrystal Library」が使用でき、サンプルスケッチがそのまま動作します。

	 本製品をお使いいただく前のご注意
●本製品をお使いになるには電子工作や電子回路についての一般的な知識、マイコン（Arduino）についての

知識や開発環境などが必要です。
●本製品をお使いになる前には、必ず Arduino のドキュメント類を参照してください。
●静電気に弱い部品を使用していますので、静電気対策を施した上で本製品を取り扱ってください。
●本製品に付属のコネクタを基板にハンダ付けしてからご使用ください。

1．AS-E401の構成
本製品の構成を以下に示します。

① LCD コントラスト調整ボリューム
LCDモジュールのコントラストを調整するためのボリュームです。

図 1　AS-E401 の構成
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②リセットスイッチ
Arduinoをリセットするためのスイッチです。Arduinoに搭載されているリセットスイッチと同様に使用できます。

③評価用 LED
Arduinoから利用できる LEDです。Arduinoの 13番のデジタルピンにつながっていますので、Arduino上の「L」
LEDと同様に使用できます。

④ 16 文字× 2 行 LCD モジュール
16文字× 2行を表示できる LCDモジュールです。Arduinoの「LiquidCrystal Library」を使って制御すること
ができます。本製品では 4bitモードでのみ動作します。また、RW信号を使用していないため、コマンドやデー
タは書き込みのみで読み出しはできません。

⑤評価用スイッチ
Arduinoから利用できるスイッチです。Arduinoの 6、7番のデジタルピンにつながっています。スイッチを離し
ているときは Hレベル、押したときは Lレベルになります。

⑥電源 LED
電源が入ると点灯します。

⑦ Arduino 接続用コネクタ
Arduinoと接続するためのコネクタです。製品に付属しているコネクタをハンダ付けしてください。

⑧ピンアサイン変更用端子
LCDモジュールのピンアサインを変更するときに使用します。他のシールドと合わせて使用したときに制御信号
が重複してしまうことがあります。そのようなときはハンダ面のジャンパーをカットし、この端子を都合のよいピ
ンアサインになるように接続してください。

2．コネクタのハンダ付け
製品に付属のコネクタは Arduinoと接続するためのコネクタですので、ご使用前にハンダ付けしてください。コネ
クタは部品面側から差し込み、ハンダ面側でハンダ付けします。

ハンダ面からハンダ付けします

図 2　コネクタのハンダ付け 図 3　完成
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3．ピンアサイン
本製品のピンアサインは以下のとおりです。

表 1　ピンアサイン
Arduino
ピン番号 　　接続先 Arduino

入出力設定 　　仕　　様

0 － － 未接続
1 － － 未接続
2 LCD モジュール　［DB7］ 出力 データバス（ビット 7）
3 LCD モジュール　［DB6］ 出力 データバス（ビット 6）
4 LCD モジュール　［DB5］ 出力 データバス（ビット 5）
5 LCD モジュール　［DB4］ 出力 データバス（ビット 4）
6 スイッチ　［SW1］ 入力 押ボタンスイッチ（押し下げ時：L）
7 スイッチ　［SW2］ 入力 押ボタンスイッチ（押し下げ時：L）
8 － － 未接続
9 LCD バックライト制御（初期状態では未接続） 出力 LCD バックライト LED（点灯：H）
10 － － 未接続
11 LCD モジュール　［E］ 出力 動作起動信号
12 LCD モジュール　［RS］ 出力 レジスタ選択信号
13 LED　［L］ 出力 LED（点灯：H）
A0 － － 未接続
A1 － － 未接続
A2 － － 未接続
A3 － － 未接続
A4 － － 未接続
A5 － － 未接続

※「LCD バックライト制御」は基板のハンダ面のジャンパー JP9 を切断し、JP10 をショートさせると使用可能になります。

本製品にはピンアサインを自由に変更することができるように、Arduinoコネクタ
と LCDモジュール、スイッチの間に、図 4のような基板パターンによるジャンパー
を設けています。このジャンパーは基板のハンダ面に配置されています。各信号と
ジャンパー番号の関係は表 2のとおりです。

表 2　信号とジャンパー番号の関係
Arduino
ピン番号 　　接続先 ジャンパー

番号
ジャンパーの

初期状態
2 LCD モジュール　［DB7］ JP8 接続
3 LCD モジュール　［DB6］ JP7 接続
4 LCD モジュール　［DB5］ JP6 接続
5 LCD モジュール　［DB4］ JP5 接続
6 スイッチ　［SW1］ JP4 接続
7 スイッチ　［SW2］ JP3 接続
9 LCD バックライト制御 JP10 未接続
11 LCD モジュール　［E］ JP2 接続
12 LCD モジュール　［RS］ JP1 接続
5V LCD モジュール　［バックライト LED］ JP9 接続

ピンアサインを変更する場合（ここでは RS信号を 8番ピンに変更します）、まず変更したい信号のジャンパー（JP1）
を切断します。その後、図 5のようにピンアサイン変更用端子を利用してジャンプワイヤーなどの電線で接続しな
おします（ここでは RS信号端子と 8番ピン端子）。

（a）接続した状態

（b）切断した状態

中央部分を
カッターなどで
切断します。

図 4　ジャンパー
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4．LCD モジュール
本製品に搭載されている LCDモジュールについて説明します。ここで説明している内容は LCDモジュールの製造
元であるサンエンジニアリング社のデータシートより抜粋したものです。より詳細な情報が必要な場合は製造元の
データシートを参照してください。
なお、Arduinoの「LiquidCrystal Library」を使用してスケッチを作る場合、ライブラリに含まれている関数を実
行することで LCDの初期設定、コマンド、データの書き込みを行うことができます。ここに記載されている内容を
十分に理解しなくても本製品を使いこなすことができます。詳細は「Arduino日本語リファレンス」のページ（http://
www.musashinodenpa.com/arduino/ref/）を参照してください。

＜特長＞
・文字構成　5× 8ドット（カーソル付） ・コントローラ内蔵（クロック周波数：270kHz）
・1/16 Duty Cycle

＜アクセスタイミング＞
LCDモジュールにアクセスするための、各制御信号のアクセスタイミングを示します。このタイミングを満たすよ
うに各信号を制御してください。なお、アクセスタイミングは本製品のリビジョンによって異なりますので、お手持
ちの製品のリビジョン番号を確認してください。

表 3　AC 特性（単位：nsec）
モード 特性 シンボル Min. Typ. Max.
書き込み E Cycle Time tC 1200 - -

E Rise/Fall Time tR,tF - - 25
E Pulse Width (High Level) tW 140 - -
R/W And RS Setup Time tSU1 0 - -
R/W And RS Hold Time tH1 10 - -
Data Setup Time tSU2 40 - -
Data Hold Time tH2 10 - -

＜インストラクション概要＞
LCDモジュールのインストラクション概要を表 4に示します。LCDモジュールは、インストラクションを書き込
むことで表示の制御を行います。表示するパターンは、あらかじめモジュール内の CGROM（Character Generator 
ROM）に用意されている文字パターンか、ユーザーが作成し、CGRAM（Character Generator RAM）に格納した
パターンを選びます。パターンの表示位置は表示データ DDRAM（Display Data RAM）のアドレスで指定します。

図 2　LCD モジュール書き込みタイミング
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各インストラクションの実行時間を十分にとってから、次のインストラクションを書き込むようにしてください。

表 4　インストラクション概要

イ ン ス ト ラ ク
ション

コード 内容 実行時間
（max.）RS DB7 DB6 DB5 DB4 DB3 DB2 DB1 DB0

表示クリア 0 0 0 0 0 0 0 0 1 表示をクリアし、カーソルをホーム位置へ
戻します。 1.53ms

リターンホーム 0 0 0 0 0 0 0 1 ＊
DDRAM アドレスに“00H”を設定し、カー
ソルもホーム位置に戻ります。
DDRAM の内容は変わりません。

1.53ms

エントリーモー
ドセット 0 0 0 0 0 0 1 I/D S

データの書込み及び読み出し時に、カーソ
ルの進む方向（I/D）、表示をシフトさせる
かどうか（S）の設定をします。

39 μ s

表示オン / オフ 0 0 0 0 0 1 D C B
全表示のオン / オフ（D）、カーソルのオン
/ オフ（C）、カーソル位置にある桁のブリ
ンク（B）を設定します。

39 μ s

カーソル／表示
シフト 0 0 0 0 1 S/C R/L ＊ ＊

DDRAM の内容を変えずに、カーソルの位
置（S/C）と表示シフト（R/L）の設定を
します。

39 μ s

ファンクション
セット 0 0 0 1 DL N F ＊ ＊ インターフェイスデータ長（DL）、行数（N）、

及びドット数（F）を設定します。 39 μ s

CGRAM アドレ
スセット 0 0 1 ACG

AC に CGRAM のアドレスをセットします。
以後、送受するデータは、CGRAM のデー
タです。

39 μ s

DDRAM アドレ
スセット 0 1 ADD

AC に DDRAM のアドレスをセットします。
以後、送受するデータは、DDRAM のデー
タです。

39 μ s

C G R A M 、
DDRAM へ の
データ書込み

1 書込みデータ CGRAM または DDRAM にデータを書込み
ます。 43 μ s

表 5　表 4 の略称の説明
略称 意味
＊ 無効のビット
DDRAM Display Data RAM
CGRAM	 Character Ganerator RAM
ADD DDRAM のアドレス
ACG CGRAM のアドレス
AC DDRAM、CGRAM のアドレスカウンタ

表 6　表 4 の略号の説明
略号 内容 略号 内容 略号 内容

I/D 0：デクリメント B 0：ブリンクオフ N 0：1 行
1：インクリメント 1：ブリンクオン 1：2 行

S 0：表示をシフトしない S/C 0：カーソル移動 F 0：5 × 8 ドットマトリクス
1：表示はシフトさせる 1：表示シフト 1：5 × 11 ドットマトリクス

D 0：表示オフ R/L 0：左シフト
1：表示オン 1：右シフト

C 0：カーソルオフ DL 0：4 ビット
1：カーソルオン 1：8 ビット
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＜インストラクション詳細＞
以下に各インストラクションの詳細を示します。

・表示クリア
表示クリア後、カーソルをホーム位置（00番地）へ戻します。DDRAMの全アドレスに対して 20H（スペースコー
ド）が書込まれ、ACに DDRAMアドレスの 00H番地が書込まれます。表示クリア実行後はエントリーモードは
インクリメント（I/D=1）となっています。

・リターンホーム
カーソルをホーム位置（00番地）へ戻し、シフトしていた表示を元に戻します。ACに DDRAMアドレスの 00H
番地が書込まれます。カーソルホーム実行後、DDRAMの内容は変わりません。

・エントリーモードセット
カーソルの進む方向と、表示のシフトを設定します。

　＜ I/D：DDRAM、CGRAM 読み出し、書き込みの際にアドレスを＋ 1 あるいは－ 1 するかを設定するビット＞
I/D=0 カーソル／ブリンクは左へ移動し、DDRAM のアドレスが＋ 1 されます。
I/D=1 カーソル／ブリンクは右へ移動し、DDRAM のアドレスが－ 1 されます。

　＜ S：DDRAM 書き込みの際に表示全体を左右どちらかにシフトするかを設定するビット＞
S I/D
1 0 右にシフトします。
1 1 左にシフトします。
0 ＊ 表示はシフトしません。

・表示オン／オフ
表示、カーソルのオン／オフ、カーソル位置の文字のブリンクを設定します。カーソルのオン／オフおよびブリン
クは ACで指定される DDRAMのアドレスで行われます。

　＜ D：表示オン／オフを切り替えるビット＞
D=0 表示をオフします。DDRAM にはデータが残っています。
D=1 表示をオンします。

　＜ C：カーソルのオン／オフを切り替えるビット＞
C=0 カーソルをオフします。I/D ビットには設定が残っています。
C=1 カーソルをオンします。

　＜ B：カーソル位置の文字のブリンクを設定するビット＞
B=0 カーソルをオンします。

B=1 カーソル位置の文字がブリンクします。ブリンクは 1 に設定したドット（表示）を 0（消灯）に切り替えることで行
われます。
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・カーソル／表示シフト
DDRAMの内容を書き換えずにカーソルと表示位置のシフトを行います。
DDRAMデータの修正、検索に使用できます。

　＜ S/C：カーソルシフトか表示シフトかを設定するビット　R/L：左右を設定するビット＞
S/C R/L
0 0 カーソルが左へシフトします。AC の値を－ 1 します。
0 1 カーソルが右へシフトします。AC の値を＋ 1 します。
1 0 表示全体（カーソル）を左へシフトします。AC は変わりません。
1 1 表示全体（カーソル）を右へシフトします。AC は変わりません。

・ファンクションセット
　＜ DL：インターフェイスデータ長を設定するビット＞

DL=0 4 ビットモード（DB7 ～ DB4 を使用）に設定します。この設定の場合、上位 4 ビット転送、下位 4 ビット転送の
順で 2 回設定します。

DL=1 ８ビットモード（DB7 ～ DB0 を使用）に設定します。

　＜ N：行数を設定するビット※　F：フォントのドット構成を設定するビット＞
N F
1 ＊ 2 行表示します。フォントドット構成の設定（F）は無効となり、5 × 7 ドットとなります。
0 0 1 行、5 × 8 ドットとなります。
0 1 1 行、5 × 11 ドットとなります。
※本製品の場合は、N=1 に設定してください。

・CGRAM アドレスセット
ACへ CGRAMのアドレスを設定します。この設定以降、Arduinoからの書込みは CGRAMに対して行われます。

・DDRAM アドレスセット
ACへ DDRAMのアドレス設定します。この設定以降、Arduinoからの書込みは DDRAMに対して行われます。

・CGRAM、DDRAM へのデータ書込み
8ビットのデータを CGRAM、DDRAMへ書込みます。CGRAMアドレスセットのあとに書込んだ場合は
CGRAMへ、DDRAMアドレスセットのあとに書込んだ場合は DDRAMへ書込みます。このインストラクション
実行後、エントリーモードセットの設定内容に従って ACが＋ 1あるいは－ 1されます。

＜ DDRAM アドレス＞
LCDモジュールの表示位置を指定するアドレス（16進数表示 )です。

表 7　DDRAM アドレス
表示桁 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
1 行目 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F
2 行目 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 4A 4B 4C 4D 4E 4F
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＜キャラクタフォント＞
LCDモジュールに文字を表示するために、あらかじめ CGROMに用意されているキャラクタフォントです。

表 8　キャラクタフォント
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＜ CGRAM のパターン＞
独自のパターンを作成し表示させる場合は、CGRAMへパターンを格納します。8種類のパターンが格納できます。

・パターンの作り方
表示するドットには 1を、消去するドットには 0を設定します。パターンの 8行目はカーソル位置で、カーソル
と CGRAMデータの論理和をとって表示されるので、カーソル表示を行う場合には 8行目の CGRAMデータを 0
にしてください。8行目のデータを 1にすると、カーソルの有無に関係なく 1ドットが点灯します。

・パターンを書き込む時
パターンは横 5ドットづつを 8回に分けて書込みます。



�

LCD シールド
AS-E401

表 9　CGRAM パターン

5  4  3  2  1  0
High         Low

7   6   5   4  3  2  1  0
High                  Low

0 1 1 0 0
1 0 0 1 0
0 0 1 0 0
0 1 0 0 0
1 1 1 1 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

0  0  0

0 0  0
0 0  1
0 1  0
0 1  1
1 0  0
1  0  1
1 1  0
1 1  1

＊   ＊   ＊

＊   ＊   ＊

＊   ＊   ＊

0 0 0 0 0
1 1 1 1 1
1 0 0 0 1
1 0 1 0 1
1 0 1 1 1
1 0 1 0 1
1 0 0 0 1
1 1 1 1 1

0  0  1

0 0  0
0 0  1
0 1  0
0 1  1
1 0  0
1  0  1
1  1  0
1  1  1 0 0 0 0 0
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＜初期設定＞
以下の手順に従って初期設定を行ってください。LCDモジュールは電源投入後はインターフェイスデータ長が何ビッ
トに設定されているかわかりませんので、ファンクションセットを 2回以上行って、まず 8ビットに設定します。
その後、実際に使用するモードに設定します。

5．主な仕様
本製品の主な仕様を以下に示します。

表 10　AS-E401 の主な仕様
　　項　　目 　　仕　　様 　　備　　考
外形 基板寸法 53.34 × 68.58（mm）
電源 DC +5V

評価用入出力デバイス
LCD モジュール（16 文字× 2 行）× 1
LED × 1
押ボタンスイッチ× 2

図 3　4 ビットモード動作時の初期設定例

電源オン

VDDが 4.5V に達して
から 45ms 以上待つ

4.1ms 以上待つ

100μs以上待つ

RS  R/W  DB7  DB6  DB5  DB4

0      0       0      0      1      1  

RS  R/W  DB7  DB6  DB5  DB4

0      0       0      0      1      1  

RS  R/W  DB7  DB6  DB5  DB4

0      0       0      0      1      1  

RS  R/W  DB7  DB6  DB5  DB4

0      0       0      0      1      0

0      0       0      0      1      0

0      0       0      0      1      0

0      0       0      0      0      0

0      0       1      0      0      0

0      0       0      0      0      0

0      0       0      0      0      1

0      0       0      0      0      0

0      0       0      1      1      0

N F

I/D S

* *

初期設定終了
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LCD シールド
AS-E401

6．回路図
本製品の回路図を以下に示します。
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